
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 つい先日，新年度の始業式・就任式・入学式等や教職員の紹介等をお伝えしたばかりと思っていたら，
ひと月が過ぎていました。本当に月日の過ぎ去る事「光陰矢のごとし」とは，真にこれを指すのかしら
と感心しています。 
 さて，未だ収束するどころか変異株まで出てきた新型コロナウィルス・・医療従事者の方々や高齢者
福祉施設関係の方々心から感謝申し上げます。先が見えないと言われるその「先」に行けた時はいった
いどのような景色が見えるのでしょうか。元の世界でしょうか，それとも新しい時代の世界でしょう
か・・学校では，マスクをした子供たちが元気に勉強したり，遊んだりしています。きっと子供らしく
笑ったり，喜んだり，怒ったり，泣いたり，表情豊かに過ごしているのだろうと勝手に想像しています。    
『トンネルの先には必ず出口がある。』『朝の来ない夜はない。』そう信じています。成長の変化の大きい
小学校で経験したコロナ禍を精一杯生きて，乗り越えていく子供たちに「よくがんばったね。」と１日も
早く言ってやりたいという気持ちで，「おはよう」「いってらっしゃい」と声を掛けながら，健康観察カ
ードのチェックを靴箱で行う今日この頃です。 
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令和３年５月１０日  ５月号 

学校教育目標「夢と志をもつ自律した児童の育成」 

○主体的に学習に向かう子       ○人との関わりから学ぼうとする子 

○自らの健康を考えて行動できる子  ○気づき考え行動する子 

知識・
技能 郷原っ子 

資質・能力の花 

温かい心の仲間 

「授業参観・学校・ＰＴＡ総会」ありがとうございました。 
 ４月２４日（土）に開催された授業参観，学校，ＰＴＡ総会にお越しいただきありがとうございました。 

 今回は，感染予防対策のため保護者の皆様にも健康観察カードへのご理解・ご協力をいただき感謝申し上げます。 

  2年ぶりのＰＴＡ総会では令和２年度の事業・決算報告等及び新年度の活動計画等が承認されました。 

そして，池内会長様におかれましては，PTA会長として４年間 PTAをリードしていただきました。この度，御退任と

なりましたが，郷原小学校 PTA 活動が円滑に行われたのも，ひとえに池内真崇会長様をはじめとした役員の方々のお陰と

感謝申し上げます。旧執行部・理事・副理事の皆様，大変お疲れ様でした。心より感謝申し上げます。 

                    ～ 感謝状 贈呈式 ～ 
             PTA総会の後に，新旧執行部役員の方々(20名)の見守る中 

            お一人お一人の功績を讃え，池内さん，小出さん，堂城さん， 

            三吉さんに，それぞれ感謝状をお渡しすることができました。 

             和やかな雰囲気の中に，これまでの様々な活動が思い出され， 

            感極まる場面もありました。                                        

                   ～ 新執行部役員 紹介 ～ 
新たに松田翔平会長を迎え，本年度の新ＰＴＡ執行部・理事・副理事の皆様よろしくお願いいたします。 

ここで新執行部の皆様をご紹介いたします。（敬称略） 

令和 3年度  執行部役員 

会長 松田 翔平 

副会長 佐藤 啓子・山本 明美・平岡 創太・森 佳奈・岡本 奈美恵 

幹事 田實 あすか・山田 智恵美・大本 潤一郎・三谷 直美・室 佳代 

会計 元重 綾子 

会計監査 饗場 愛理・丸石 絵美 

 



 
 
 

 
 学校総会でもお話ししましたが，新しい時代に必要となる資質・能力「学び 
に向かう力」「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」の習得を目指し，子供 
たちが「自ら考え主体的に行動できる力」を身に付ける
ためのツールとして活用するために，今年度より児童
生徒一人一人にタブレットが呉市より貸与されまし
た。その様子の一端を 4 月 24 日（土）2 時間目の授業
参観で全ての学級で観ていただきました。その中で入

学間もない 1 年生も，姿勢良く先生の話を聞きながら，タブレットの使い方を
学んでいました。 

 
 
授業でタブレットを活用すれば，例えば，体育

科の走り高跳びやハードル走など，自分の姿を動
画で撮り，スロー再生などで確認することによっ
て改善すべき点把握することができます。 
また，インターネットを使って国語や社会、理

科、外国語等で調べ学習を行うこともできます。 
双方向の学びに活かすよう，調べたことをもとに
作った資料をスライドで発表したり，友達に自分
の考えなどを説明したりして，より主体的で深い
学びになるように工夫します。 
 

 
 
 4月 23日（金）に，「1年生を迎える会」を行
いました。6年生が運営する本年度最初の児童会
活動でした。今年は昨年度の「6年生を送る会」
に倣い，縦割り班を各教室に分散させ密を防い
での開催となりました。1年生は 6年生にリード
してもらいながら，全体会での「学校クイズ」を
必死で考えたり，グループ内の自己紹介で「好き

な食べ物」について発表したりして，上級生のメンバーとひとときの楽しい時間を共有することができ
ました。中には，恥ずかしがって涙ぐみ 6年生に優しく声を掛けてもらう子や，逆に，発表の姿勢や声
の出し方がとても上手で，上級生に驚かれる子もいて終始和やかな雰囲気の児童会活動でした。 
 
 

 
４月 30日（金），前日の雨は何とか上がり

曇り空が何とか持ち直した朝の出発式。低学
年（1・２・３年）はグリーンヒル郷原へ，高
学年（４・５・６年）はミツトヨスポーツパ
ーク郷原へとそれぞれ向かって行きました。
３年生と６年生は，グループのリーダーでし
たが，行き帰りの安全や目的地でのレクリエ

ーションの準備や進行など，たくさんの役割がありました。でも，さすがにリ
ーダーとしての意識をもって行動することができ，それぞれの成長を感じる事
ができました。ただ，ちょうどお弁当を広げ食べ始めた頃に，雨が降り出し，
高学年はスタンドへ，低学年はバーべキュウハウスへ慌てて避難・・コロナ禍
での遠足は，一波乱ありました。でも，こんな事も含め子供たちにとって生涯
忘れることはない思い出となった事だと思います。 

タブレットについて 

 

1年生を迎える会 

 

たてわり遠足 


